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唐
代
音
楽
詩
に
お
け
る
楽
器
の
イ
メ
ー
ジ

ー
ー
琴
・
宰
・
琵
琶
・
笛
｜
｜

J’一、
；口！

口

仁＝，
同I

士
山

詩
と
音
楽
、
こ
の
両
者
の
接
点
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、

一
つ
に
は
音
楽
に
乗
せ
ら
れ
た
詩
、
例
え
ば
漢
代
の
楽
府
の
よ
う
に
、

歌
詞
と
し
て
詩
が
音
楽
に
取
り
込
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
詩
が
詠
じ
る
対
象
と
し
て
音
楽
を
選
ん
だ
と
き
、
音
楽
を

ど
う
表
現
す
る
か
、

つ
ま
り
音
楽
描
写
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
不
定
形
、
不
可
視
の
存
在
で
あ
る
音
楽
を
言
語
表
現
で
あ
る
詩
は

知
何
に
表
現
す
る
の
か
。
そ
の
間
い
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
答
え
を
示
し
て
く
れ
る
の
は
唐
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
音
楽
詩
（
音
楽
を

（

1）
 

主
題
と
し
た
詩
）
で
あ
る
。
果
し
て
唐
代
は
、
詩
文
学
の
最
盛
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
際
色
に
彩
ら
れ
た
音
楽
文
化
が
一
つ
の
絶
項

に
達
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
唐
代
の
音
楽
詩
に
関
す
る
基
礎
的
な
考
察
で
あ
る
。

唐
代
音
楽
詩
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
う
ち
、
本
稿
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
楽
器
と
音
楽
描
写
の
関
係
性
で
あ
る
。
唐
代
音
楽
詩
に

お
い
て
は
、
楽
器
の
名
称
が
詩
題
に
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
極
め
て
多
い
。
そ
し
て
、
各
楽
器
の
音
楽
描
写
の
中
に
、

（

2
）
 

型
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
各
楽
器
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
イ
メ
ー
ジ

そ
れ
ぞ
れ
類

（
楽
器
の
来
歴
、
楽
器
が
持
つ
文
化
的

51 

背
景
な
ど
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
）

が
、
そ
の
楽
器
の
音
楽
を
ど
う
表
現
す
る
べ
き
か
を
暗
に
方
向
付
け
て
い
る
為
だ
と
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思
わ
れ
る
。
以
下
、
唐
代
音
楽
詩
を
通
し
て
各
楽
器
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
考
察
し
つ
つ
、

そ
の
音
楽
描
写
の
類
型
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
と
す
る
楽
器
は
四
つ
、
琴
、
筆
、
琵
琶
、
笛
で
あ
る
。

I 

琴3

古
代
の
伝
説
上
の
帝
王
神
農
、
或
い
は
伏
義
が
製
作
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
琴
は
、
中
国
古
代
の
音
楽
を
代
表
す
る
楽
器
の
一
つ
で
あ

（

4
）
 

る
。
歴
代
の
文
人
た
ち
は
殊
に
こ
の
楽
器
を
愛
し
、
身
辺
に
置
い
て
日
常
に
弾
奏
し
て
き
た
。
琴
が
彼
ら
に
珍
重
さ
れ
て
き
た
理
由
は

何
か
。
そ
れ
は
、
琴
が
彼
ら
の
精
神
と
深
い
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

琴
と
文
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
先
ず
、
知
音
の
故
事
と
し
て
知
ら
れ
る
伯
牙
と
鍾
子
期
の
話
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
伯
牙

が
己
の
「
士
山
」
の
中
に
「
太
山
」
や
「
流
水
」
を
抱
き
な
が
ら
琴
を
弾
奏
す
る
と
、
聴
き
手
で
あ
っ
た
鍾
子
期
が
そ
の
「
太
山
」
、
「
流

（

5）
 

水
」
を
見
事
に
言
い
当
て
た
と
い
う
。
両
者
は
琴
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
「
志
」
を
理
解
し
A
尽
え
る
間
柄
、

つ
ま
り
知
音
の

関
係
に
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
後
に
こ
の
逸
話
が
文
人
た
ち
の
聞
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、
「
志
」
、
精
神
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
の
琴

の
側
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
琴
は
単
に
娯
楽
に
供
す
る
為
だ
け
の
楽
器
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
人
た

（

6
）
 

ち
の
精
神
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
が
故
に
、
儒
教
の
礼
楽
思
想
を
体
現
す
る
楽
器
と
し
て
人
格
陶
冶
に
用
い
ら
れ
、
或
い
は
陶
淵
明
に

（

7）
 

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
隠
逸
の
精
神
を
代
弁
す
る
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
唐
詩
人
た
ち
は
、
琴
に
自
己
の
ど
の
よ
う
な
精
神
を
託
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
初
唐
の
王
績
は
絶
句
「
山
夜
調
琴
」
に
お
い

（

8）
 

て
、
「
促
診
乗
明
月
、
抽
弦
封
白
雲
。
従
来
山
水
韻
、
不
使
俗
人
間
」
（
巻
三
七
）
と
詠
っ
て
い
る
。
琴
は
隠
逸
の
象
徴
で
あ
る
「
白
雲
」

と
結
び
付
き
、
「
山
水
韻
」
と
表
現
さ
れ
る
そ
の
音
楽
は
「
不
使
俗
人
間
」
と
舌
号
’
’
よ
う
に
、
俗
か
ら
離
れ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い



る
。
詩
人
は
脱
俗
性
を
帯
び
た
琴
を
奏
で
る
こ
と
で
、
隠
逸
の
趣
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
。
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
琴
は
隠
逸
性
、
脱

俗
性
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

琴
の
脱
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
古
調
雄
自
愛
、
今
人
多
不
弾
」
（
劉
長
卿
「
聴
弾
琴
」
春
一
四
七
）
、
「
所
弾
非
新
聾
、
俗
耳
安
肯
聞
」

（
司
馬
札
「
弾
琴
こ
巻
五
九
六
）
な
ど
の
詩
句
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
古
調
」
、
「
非
新
聾
」
、

つ
ま
り
古
風
で
当
時
の
俗
な
流
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行
と
は
か
け
離
れ
た
音
楽
を
発
す
る
楽
器
と
し
て
、
琴
は
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
琴
の
脱
俗
性
、
古
風
の
側
面
を
こ
と
さ
ら
に
強

調
す
る
こ
と
は
、
琴
を
愛
す
る
詩
人
の
精
神
の
在
り
様
が
脱
俗
的
、
古
風
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
強
調
で
も
あ
る
の
だ
。

「
古
調
」
で
新
奇
さ
が
な
い
故
に
「
今
人
」
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
琴
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
白
居
易
の
調
諭
詩
「
麿

｛

9
）

た

つ

と

琴
」
（
巻
四
二
四
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
古
楽
没
落
の
象
徴
と
も
な
り
、
或
い
は
古
を
尚
ぴ
今
と
相
容
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
詩
人

た
ち
の
嘆
き
を
代
弁
し
て
く
れ
る
存
在
と
も
な
る
。
そ
の
音
楽
を
理
解
す
る
も
の
が
い
な
い
、

と
い
う
琴
の
哀
し
み
は
、

己
の
理
解
者

の
不
在
に
苦
し
む
詩
人
の
哀
し
み
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
伯
牙
と
鍾
子
期
の
故
事
を
踏
ま
え
、
知
音
不
在
の
歎

（

m） 

き
を
詠
う
こ
と
が
、
琴
の
詩
の
中
に
多
く
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
「
鍾
期
久
己
浪
、
世
上
無
知
音
」
（
李
白
「
月
夜
聴
慮

（
知
音
）

子
願
弾
琴
」
巻
一
八
二
）
、
「
鳴
呼
鍾
子
期
、
零
落
腸
荒
丘
。
死
而
若
有
知
、
魂
A
ワ
従
我
瀞
」
（
劉
裁
「
夏
弾
琴
」
一
作
劉
希
哉
詩
又
作
劉

希
夷
詩
、
巻
七
六
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
琴
は
己
の
内
面
（
「
志
」
）

の
理
解
者
で
あ
る
知
音
の
隠
喰
と
も
な
る
の
だ
。

以
上
の
隠
逸
性
、
脱
俗
性
、
一
古
風
、
知
音
な
ど
の
琴
の
代
表
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
何
れ
も
詩
人
た
ち
の
内
面
を
代
言
す
る
も
の
と
し
て

育
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
琴
の
音
楽
そ
の
も
の
に
対
す
る
描
写
を
見
て
み
よ
う
。
「
自
言
幽
隠
乏
先
容
、
不
道
人
物
知
音
寡
」

53 

（
司
馬
逸
客
「
雅
琴
篇
」
巻
一

O
O）
、
「
古
聾
港
無
味
、
不
稽
今
人
情
」
（
白
居
易
「
康
琴
」
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
琴
の
音
楽
は
飾

り
気
が
無
く
穏
や
か
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
こ
と
さ
ら
に
派
手
な
表
現
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
琴
声
の
形
容
と
し
て
は
、
「
清
」
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｛日）

「
幽
」
「
静
」
「
潅
」
な
ど
の
語
が
特
に
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
幽
隠
」
な
る
琴
戸
は
、
詩
人
た
ち
の
内
面
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
江
上
調
玉
琴
、

弦
清
一
心
」
（
常
建
「
江
上
琴
興
」
巻
一
四
四
）
、
「
座
客
無
俗
心
、
巣
禽
亦
傾
耳
」
（
賓
序
「
留
守
府
酬
皇
帝
曙
侍
御
弾
琴
之
什
」
巻
二

七
一
）
と
い
う
よ
う
に
、
琴
の
音
楽
は
聴
き
手
の
内
奥
に
入
り
込
み
、
「
俗
心
」
を
消
し
、
「
心
」
を
「
清
」
め
る
浄
化
作
用
を
持
つ
の

で
あ
る
。
琴
声
が
聴
き
手
の
精
神
に
与
え
る
感
化
作
用
の
例
と
し
て
、
更
に
次
の
詩
を
挙
げ
た
い
。

前
渓
忽
調
琴

関
弾
正
弄
聾

週
燭
整
頭
替

定
歩
履
歯
深

微
風
吹
衣
襟

曲
学
道
三
十
年

間
弾
一
夜
中

隔
林
寒
琢
浮

不
敢
枕
上
諜

激
泉
立
中
庭

貌
梓
目
冥
冥

亦
認
｛
呂
徴
整

未
免
憂
死
生

舎
奉
天
地
情

さ
・
っ
き
う

前
渓
忽
ち
琴
を
調
じ
林
を
隔
て
て
寒
き
こ
と
環
琢
た
り

正
弄
の
整
を
弾
ず
る
を
聞
け
ば
敢
へ
て
枕
上
に
は
聴
か
ず

め

。

す

す

燭
を
廻
ら
し
一
頭
替
を
整
へ
泉
に
激
ぎ
て
中
庭
に
立
つ

げ

き

し

し

づ

歩
を
定
め
て
履
歯
深
く
貌
騨
か
に
し
て
目
冥
冥
た
り

微
風
衣
襟
を
吹
く
も
亦
た
宮
徴
の
聾
を
認
め
ん
や

這
を
同
学
び
て
三
十
年
未
だ
死
生
を
憂
ふ
る
を
免
れ
ず

か
い

U
ん

一
夜
中
に
弾
ず
る
を
聞
け
ば
舎
蚤
す
天
地
の
情
を

（
孟
郊
「
懸
E
A
こ
巻
三
八
O
）

中
唐
期
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
、
孟
郊
の
古
詩
で
あ
る
（
右
の
引
用
は
全
九
聯
の
内
の
三
聯
呂
以
降
）
。
詩
人
は
琴
を
聴
い
て
三
十

一
夜
に
し
て
「
天
地
情
」
を
「
舎
壷
」
す
る

（
悟
る
）
。
「
亦
認
宮
徴
聾
」
と
あ
る
よ

年
に
も
渡
っ
た
死
生
の
憂
い
か
ら
解
き
放
た
れ

そ
れ
は
己
の
精
神
世
界
へ
と
直
結
す
る
の
だ
。
琴
に
啓
発

う
に
、
琴
の
響
き
は
詩
人
に
と
っ
て
音
楽
の
巧
拙
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
孟
郊
だ
け
で
は
な
い
。
「
聾
意
去
復
還
、
九
媛
待
一
顧
。
空
山
多
雨
雪
、
濁
立

巻
一
八
六
）

君
始
悟
」
（
王
昌
齢
「
欝
弾
《
風
入
松
》
関
贈
楊
補
闘
」
単
位
一
四

O
）
、
「
櫓
景
護
清
琴
、
幽
期
歎
玄
悟
」
（
章
廃
物
「
司
空
主
簿
琴
席
」の
境

と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
聴
き
手
の
内
面
世
界
に
深
い
影
響
を
与
え
る
琴
は
、
唐
代
の
詩
人
た
ち
に
あ
っ
て
は
「
悟
」



（ロ）

地
へ
と
通
じ
得
る
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
楽
器
は
琴
の
他
に
無
い
。
琴
は
、
静
的
で
内
省
的
な
感
動
に
詩
人
を

導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
琴
の
イ
メ
ー
ジ
は
詩
人
の
内
面
世
界
と
深
く
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
音
楽
は
、
詩
人
の
精
神

の
境
地
と
通
じ
A
守
フ
穏
や
か
で
幽
静
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
そ
し
て
彼
ら
の
心
を
浄
化
、
或
い
は
悟
入
さ
せ
る
ほ
ど
深
い
精
神
的
影

響
力
を
も
持
つ
の
で
あ
る
。

唐代音楽詩における楽器のイメージ

2 

等2

A
U）
 

等
は
も
と
秦
の
音
楽
に
用
い
ら
れ
、
秦
の
将
軍
・
蒙
悟
が
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
絃
楽
器
で
あ
る
。
そ
の
為
、
「
秦
等
」
の
語
で
呼
ば

れ
る
こ
と
も
多
い
。
警
の
音
楽
詩
を
考
察
す
る
前
に
、
先
ず
琴
の
音
楽
詩
の
中
で
こ
の
楽
器
に
触
れ
て
い
る
も
の
を
見

τみ
よ
う
。
戎

（日）

呈
は
「
世
上
愛
等
不
愛
琴
、
則
明
此
調
難
知
音
」
（
「
聴
杜
山
人
弾
《
胡
筋
》
」
巻
二
七

O
）
と
言
い
、
白
居
易
は
楓
諭
詩
「
駿
琴
」
の
中

で
、
琴
が
「
康
棄
」
さ
れ
で
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
理
由
を
「
何
物
使
之
然
、
一
充
笛
奥
秦
等
」
（
注
9
参
照
）
と
言
う
。
い
ず
れ
も
、
宰

の
為
に
古
来
の
正
統
な
楽
器
・
琴
が
廃
れ
た
こ
と
を
歎
く
の
だ
が
、
逆
に
考
え
れ
ば
、
‘
そ
れ
だ
け
当
時
筆
が
世
上
に
流
布
し
て
い
た
俗

（日）

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
楽
器
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
で
は
、

そ
の
俗
な
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
筆
の
音

楽
詩
の
中
に
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
，
等
の
音
楽
は
比
較
的
自
由
に
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
あ
る
俗
な
る
傾
向
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
王
濁
の
「
観
掛
等
」
（
一
作
組
詠
詩
、
巻
一
一
五
）
と
い
う
詩
を
以
下
に
挙
げ
よ
う
。

55 

虚
室
有
秦
等

弦
多
弄
委
曲

等
新
月
復
清

柱
促
語
分
明

虚
室
秦
等
有
り
等
新
た
に
し
て
月
復
た
清
し

弦
多
く
F

弄
は
委
曲
た
り
柱
、
促
し
て
語
は
分
明
た
り
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暁
怨
凝
繁
手

近
来
唯
此
築

春
矯
入
受
聾

傍
得
美
人
情

暁
怨
繁
手
に
凝
り
春
矯
量
聾
に
入
る

近
来
唯
だ
此
の
築
の
み
侍
へ
得
た
り
美
人
の
情
を

詩
題
の
「
措
」
は
、
絃
を
骨
な
ど
の
爪
を
用
い
ず
に
手
で
弾
く
こ
と
を
指
す
（
山
本
論
文
I
参
照
、
注
目
）
。
末
尾
「
近
来
唯
此
梨
、

博
得
美
人
情
」
の
二
句
か
ら
、
宰
の
イ
メ
ー
ジ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
暁
怨
」
「
春
矯
」
な
ど
の
語
か
ら
分
る
よ
う
に
、
答
4

は
女
性
の
艶
情
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
こ
の
詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
「
機
指
停
新
意
、
繁
絃
起
怨

情
」
（
張
九
齢
「
聴
等
」
巻
四
八
）
、
「
抽
弦
促
柱
聴
秦
等
、
無
限
秦
人
悲
怨
撃
。
似
窓
春
風
知
柳
態
、
如
随
時
鳥
識
花
情
。
誰
家
濁
夜
愁

燈
影
、
何
慮
空
棲
息
月
明
」
（
柳
中
庸
「
聴
等
」
巻
二
五
七
）
、
「
莫
愁
私
地
愛
王
昌
、
夜
夜
等
整
怨
隔
脂
。
火
鳳
有
風
求
不
得
、
春
鷲
無

伴
噌
空
長
」
（
元
緩
「
等
」
巻
四
二
二
）
な
ど
、
宰
と
そ
の
音
楽
を
主
題
と
し
た
詩
は
艶
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
も
の
が
多
い
。
も

っ
と
も
、
琴
に
し
ろ
琵
琶
に
し
ろ
音
楽
詩
の
内
容
が
艶
詩
と
な
る
こ
と
は
ま
ま
あ
り
、

そ
れ
は
宴
席
の
場
に
お
い
て
楽
器
の
奏
者
が
女

で
あ
る
こ
と
に
因
る
の
だ
が
、
苓
の
詩
に
は
特
に
そ
の
「
艶
」
化
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

性
（
楽
妓
な
ど
）

「
前
聾
後
整
不
相
及
、
秦
女
皐
筆
指
猶
濯
」
（
孝
癒
物
「
聴
鷲
曲
」
巻
一
九
五
）
、
「
楚
監
矯
門
閥
、
秦
整
日
疋
女
工
」
（
白
居
易
「
等
」

巻
四
五
四
）
と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
筆
は
女
性
の
楽
器
と
し
て
描
か
れ
る
向
き
も
強
い
。
更
に
言
え
ば
、
雅
正
な
る
琴
は
士
大
夫
の
楽

（口）

器
、
俗
な
る
等
は
女
性
の
楽
器
と
い
う
区
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
宰
の
音
楽
自
体
も
、
女
性
の
艶
情
を
伝
え
る
も
の

と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
が
有
る
の
で
あ
る
。

3 

琵
琶五

一
概
に
琵
琶
と
い
っ
て
も
、
曲
項
四
絃
琵
琶
、
直
項
五
絃
琵
琶
、
秦
琵
琶
（
既
成
、
秦
漢
子
）
と
い
う
形
状
や
起
源
の
異
な
る
三
種



の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
唐
代
に
お
け
る
「
琵
琶
」
と
い
う
名
称
は
一
般
的
に
は
曲
項
四
絃
琵
琶
を
指
す
と
思
わ
れ
（
山
本
論

文
H
参
照
、
注
目
）
、
本
章
が
考
察
の
対
象
と
す
る
楽
器
も
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
琵
琶
は
、
『
通
典
』
巻
一
四
四
柴
四
に
「
曲
項
、
形
制

（川口）

棺
大
、
本
出
胡
中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
胡
」
の
地
よ
り
中
国
に
将
来
さ
れ
た
楽
器
で
あ
る
（
こ
の
「
胡
」
と
は
西
域
を
指
す
）
。
故
に

（
加
）

唐
詩
に
お
い
て
も
、
琵
琶
は
「
胡
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
つ
楽
器
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
本
是
胡
中
紫
、
希
君
馬
上
弾
」
（
李
幡

「
琵
琶
」
巻
五
九
）
、
「
檀
槽
一
曲
責
鍾
羽
、
細
援
紫
雲
金
鳳
語
。
寓
里
胡
天
海
塞
秋
、
分
明
弾
出
風
沙
愁
」
（
李
霊
玉
「
王
内
人
琵
琶
引
」

唐代音楽詩における楽器のイメージ

巻
五
六
八
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
幻
）

で
は
、
音
楽
描
写
の
面
か
ら
、
琵
琶
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
と
ど
う
か
。
劉
再
錫
の
「
低
髪
緩
親
抱
明
月
、
繊
指
破
按
生
胡
風
」
（
「
泰

娘
歌
」
巻
三
五
六
）
と
い
う
詩
句
で
は
、
琵
琶
の
音
楽
が
「
胡
風
」
の
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
風
で
音
楽
を
表
現
す
る
例
は
、
唐
詩

（

n｝ 

に
多
々
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
単
な
る
風
で
は
な
く
楽
器
が
琵
琶
で
あ
る
為
に
、
音
楽
が
「
胡
」
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
音
楽
描
写
に
強
く
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

楽
器
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
、

ま
た
、
琵
琶
の
音
楽
詩
に
は
、
「
胡
」
地
に
関
連
あ
る
風
物
や
人
物
を
描
〈
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
の
雰
囲
気
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も

（
お
）

の
が
非
常
に
多
い
。
顧
況
の
「
劉
蹄
奴
弾
琵
琶
歌
感
相
関
韓
公
夢
」
（
巻
二
六
五
）
と
い
う
詩
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、

「
轟
雁
」
「
黄
雲
」
「
謹
馬
」
「
白
草
」
、
「
明
妃
（
王
昭
君
）
」
「
察
瑛
」
「
李
陵
」
「
蘇
武
」
「
霊
牒
銚
（
霊
去
病
）
」
「
公
主
（
烏
孫
公
主
こ

等
を
詩
中
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
琵
琶
の
音
楽
の
知
何
を
表
現
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
胡
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
具
象
化
、
そ
れ

が
琵
琶
の
音
楽
描
写
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
来
琵
琶
の
起
源
と
さ
れ
る
「
胡
」
と
は
西
域
の
こ
と
で
あ
り
、
唐
人
の
意
識
に
お
い
て
も
、
多
く
の
場
合
「
胡
」
と
は
西
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域
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
顧
況
詩
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
琵
琶
の
「
胡
」
な
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
漢
代
の
旬
奴
を
も
包
含
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し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
唐
詩
に
お
け
る
「
胡
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
混
乱
で
は
な
く
、
唐
以
前
か
ら
琵
琶
と
王
昭
君
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た

（

M）
 

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
西
域
に
限
ら
ず
、
辺
地
の
風
情
を
広
く
吸
収
す
る
こ
と
で
、
異
国
情
緒
を
伝
え
る
琵
琶
の
イ
メ
ー
ジ
が
育
ま

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

4 

笛2

（お）

笛
は
、
漢
の
武
帝
の
時
に
丘
仲
が
製
作
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
管
楽
器
で
あ
る
（
或
い
は
も
と
充
族
の
楽
器
で
あ
っ
た
と
い
う
）
。
先
ず

指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
だ
が
、
唐
代
の
笛
の
音
楽
詩
に
お
い
て
は
、
そ
の
舞
台
が
屋
外
で
あ
る
場
合
が
極
め
て
多
い
。
「
江
上
聞
笛
」

（
王
昌
齢
巻
一
四
一
）
、
「
清
漢
字
夜
間
笛
」
（
李
白
巻
一
八
二
）
、
「
舟
中
月
明
夜
間
笛
」
（
子
鵠
巻
三
一

O
）
な
ど
の
詩
題
に
そ
の
傾
向

が
窺
え
る
。
琴
、
筆
な
ど
も
屋
外
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
が
、
笛
に
お
い
て
は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
楼

上
や
城
上
と
い
う
場
で
、
詩
人
が
笛
を
開
く
こ
と
も
多
い
。
「
典
史
郎
中
欽
聴
責
鶴
棲
上
吹
笛
」
（
李
白
巻
一
八
二
）
、
「
江
棲
月
夜
間
笛
」

（
劉
槍
巻
五
八
六
）
、
「
夜
上
受
降
城
間
笛
」
（
李
盆
巻
二
八
三
）
、
「
長
城
間
笛
」
（
楊
巨
源
巻
三
三
三
）
な
ど
の
詩
が
そ
れ
で
あ
る
。
詩

人
は
高
所
に
居
て
外
界
の
風
景
に
臨
み
な
が
ら
笛
の
音
を
聞
く
わ
け
で
あ
る
。

笛
の
詩
で
は
、
こ
れ
ら
演
奏
時
に
お
け
る
場
の
設
定
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
詩
中
に
お
い
て
笛
の
音
は
外
界

の
自
然
の
風
物
に
融
け
込
み
な
が
ら
響
き
渡
る
か
ら
で
あ
る
。
「
聾
長
楚
山
外
、
曲
緯
胡
闘
深
」
（
王
昌
齢
「
江
上
聞
笛
」
）
、
「
思
瓢
明
月

浪
花
白
べ
聾
入
碧
雲
楓
葉
秋
」
（
劉
槍
「
江
棲
月
夜
間
笛
」
）
と
い
う
よ
う
に
、
笛
声
（
「
聾
」
「
曲
」
）
は
外
界
の
風
物
（
「
楚
山
」
「
胡
闘
」

「
碧
雲
」
）
を
背
景
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
。
「
緯
」
り
、

そ
し
て
「
入
」
る
、

さ
も
音
楽
自
身
が
運
動
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
李
白
の
「
金
陵
聴
韓
侍
御
吹
笛
」
と
い
う
詩
に
も
「
徐
韻
度
江
去
、
天
涯
安
可
尋
」
（
巻
一
八
四
）
と
あ
る
が
、
流
れ



ゆ
く
笛
の
音
は
自
然
界
で
果
て
し
な
い
広
が
り
を
見
せ
得
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
李
白
の
有
名
な
笛
の
詩
「
春
夜
洛
城
間
笛
」
（
巻
一
八

四
）
を
次
に
挙
げ
よ
う
。

誰
家
玉
笛
暗
飛
散
耳

此
夜
曲
中
嬉
折
柳

た誰
が
家
の
玉
笛
ぞ
暗
に
撃
を
飛
ば
す
散
じ
て
春
風
に
入
り
て
洛
城
に
満
つ

此
夜
曲
中
に
《
折
柳
》
を
諜
く
何
人
か
起
さ
ざ
ら
ん
故
国
の
情

散
入
春
風
満
洛
城

何
人
不
起
故
園
情

「
飛
」
ば
さ
れ
た
笛
の
音
は
、
風
に
乗
っ
て
響
き
渡
る
。
運
動
す
る
音
楽
は
、
距
離
を
越
え
て
詩
人
の
耳
に
到
達
す
る
の
だ
。
音
楽

唐代音楽詩における楽器のイメージ

が
距
離
を
越
え
る
以
上
、
聞
き
手
で
あ
る
詩
人
は
演
奏
者
と
直
接
対
面
し
て
い
な
く
と
も
構
わ
な
い
。
こ
の
詩
に
お
い
て
は
「
誰
家
玉

笛
暗
飛
聾
」
と
い
う
よ
う
に
、
聞
き
手
か
ら
は
演
奏
者
が
見
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
「
長

安
城
中
百
高
家
、
不
知
何
人
吹
夜
笛
」
（
本
参
「
秋
夜
間
笛
」
巻
二

O
こ
、
「
吹
笛
秋
山
風
月
清
、
誰
家
巧
作
断
腸
聾
」
（
杜
甫
「
吹
笛
」

巻
二
三
一
）
、
「
江
上
何
人
夜
吹
笛
、
整
聾
似
憶
故
国
春
」
（
白
居
易
「
酬
和
元
九
東
川
路
詩
十
二
首
江
上
笛
」
巻
四
三
七
）
な
ど
、
唐

代
の
笛
の
詩
で
は
、
こ
の
「
見
え
な
い
奏
者
」
と
い
う
の
が

一
つ
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
成
立
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
演
奏

時
が
夜
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
笛
の
詩
は
夜
の
も
の
が
多
い
が
、
右
に
挙
げ
た
四
例
も
全

て
夜
の
演
奏
で
あ
る
。

｛幻）

そ
し
て
、
笛
声
（
《
折
楊
柳
》
の
曲
）
は
李
白
に
「
故
国
情
」
を
催
さ
せ
る
。
音
楽
に
よ
っ
て
望
郷
の
念
を
抱
く
と
い
う
の
も
、
笛
の

詩
に
頻
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
不
知
何
慮
吹
藍
管
、

一
夜
征
人
轟
望
郷
」
（
李
盆
「
夜
上
受
降
城
間
笛
」
）
、
「
望
郷
畳
上
望
郷
時
、
不

濁
落
梅
粂
落
涙
」
（
李
翠
玉
「
開
府
巴
巻
五
七

O
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
笛
の
音
楽
詩
に
見
ら
れ
る
類
型
と
言
え
よ
う
。
琴
な

ど
の
絃
楽
器
は
屋
内
で
鑑
賞
用
の
音
楽
と
し
て
供
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
琴
な
ら
ば
聴
き
子
を
内
省
的
に
さ
せ
、
或
い
は
知
音
不
在
の
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嘆
き
を
引
き
起
こ
し
、
宰
で
あ
れ
ば
艶
や
か
な
恋
情
を
か
き
た
て
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
屋
外
で
演
奏
者
を
見
る
こ
と
も
な
く
、

ふ
と
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耳
に
し
た
笛
声
は
、
よ
り
個
人
的
で
直
情
的
な
感
情
を
放
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

付
言
す
れ
ば
、

そ
の
感
情
は
笛
の
音
楽
に
よ
っ
て
初
め
て
詩
人
の
胸
中
に
去
来
し
た
も
の
で
は
な
い
。
郷
里
を
離
れ
た
詩
人
の
心
に

常
に
潜
ん
で
い
る
情
感
を
、
笛
声
が
表
面
化
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
開
き
子
の
情
感
を
増
幅
さ
せ
、
放
出
さ
せ
る
装
置
、

そ
れ
が
笛
の
音
楽
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
掲
の
李
盆
「
夜
上
受
降
城
間
笛
」
詩
で
は
、
「
受
降
城
」
と
い
う
辺
塞
の
地
で
聞
く
笛
声
が
、
「
征
人
」
の
望
郷
の
念
を
か

き
た
て
て
い
た
。
笛
は
琵
琶
と
同
様
に
辺
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
楽
器
の
由
来
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
初
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
笛
は
充
族
の
楽
器
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
方
で
存
在
し
、
唐
人
の
「
笛
」
を
詠
っ
た
詩
の
中
に
も
ノ
「
充
笛
」
の
語
が

見
え
鵠
「
充
笛
寓
龍
聾
、
長
吟
入
夜
清
。
関
山
孤
月
下
、
来
向
臨
頭
鳴
」
（
李
幡
「
笛
」
巻
五
九
）
、
「
充
笛
梅
花
引
、
呉
渓
臨
水
情
。

寒
山
秋
浦
月
、
腸
断
玉
闘
聾
」
（
李
白
「
清
漢
字
夜
間
笛
」
）
と
い
っ
た
詩
句
で
は
、
「
充
笛
」
の
語
と
と
も
に
辺
塞
の
雰
囲
気
が
横
溢
し

て
い
る
。
《
臨
頭
水
》
や
《
関
山
月
》
と
い
っ
た
辺
地
を
想
起
さ
せ
る
曲
名
が
、
笛
の
詩
の
中
に
表
れ
る
こ
と
も
多
い
。

笛
の
辺
塞
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
唐
以
前
の
詩
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
陳
・
張
正
見
の
楽
府
「
瀧
頭
水
」
に
「
臨
頭
鳴
四
注
、
征
人
逐
武
師
。

売
笛
合
流
咽
、
胡
錯
雑
水
悲
」
と
あ
る
（
『
柴
府
詩
集
』
巻
二
一

横
吹
曲
酔
）
。
「
征
人
」
の
苦
し
み
、
悲
し
み
は
辺
地
で
聞
く
「
売
笛
」

（却）

「
胡
箱
」
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
。
笛
は
辺
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
持
つ
故
に
、
帰
郷
の
念
を
誘
発
す
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て

唐
代
の
音
楽
詩
を
通
し
て
、
琴
、
等
、
琵
琶
、
笛
の
代
表
的
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
音
楽
描
写
の
類
型
を
見
て
き
た
。
楽
器
の
イ
メ
ー
ジ

（
楽
器
が
物
単
体
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
有
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
）

は
、
そ
の
音
楽
を
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
問
題
に
大
き
く
関
わ
っ



て
く
る
。
前
人
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
楽
器
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
楽
器
の
音
楽
は
こ
う
聴
く
べ
き
だ
と
い
う
概
念
の
枠
組
み
を
作

る
の
で
あ
る
。
特
に
琴
と
琵
琶
の
場
合
、
楽
器
自
身
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
強
固
で
あ
り
、
音
楽
描
写
も
そ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

し
か
し
、
イ
メ
ー
ジ
と
は
常
に
新
た
な
表
現
者
に
よ
っ
て
新
た
に
紡
ぎ
出
さ
れ
、
創
り
出
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
音
楽
描
写
に

お
け
る
類
型
も
唐
代
全
般
に
渡
っ
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
他
方
で

一
部
の
野
心
的
な
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
打
破
さ
れ
て
い
く
。
例

え
ば
あ
の
白
居
易
「
琵
琶
引
」
（
巻
四
三
五
）

唐代音楽詩における楽器のイメージ

の
音
楽
描
写
の
中
に
は
、
「
胡
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
見
出
せ
な
い
し
、
韓
愈
の
琴
の
詩

「
轄
穎
師
弾
琴
」
（
巻
三
四
O
）
は
、
後
世
の
欧
陽
傍
を
し
て
こ
れ
は
琵
琶
の
詩
だ
と
断
言
さ
せ
る
ほ
ど
、
従
来
の
琴
の
音
楽
詩
に
似
つ

（

初

）

‘

か
わ
し
く
な
い
も
の
だ
っ
た
。
楽
器
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
、
音
楽
を
音
楽
と
し
て
聴
き
、
自
ら
の
感
性
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
表
現
し

ょ
う
と
す
る
試
み
、
語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
音
楽
を
一
種
の
芸
術
と
し
て
捉
え
る
試
み
も
唐
詩
の
中
に
は
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

61 

、王

（1
）
本
稿
で
は
、
音
楽
を
中
心
に
詠
じ
て
い
る
詩
を
「
音
楽
詩
」
と
呼
ぶ
。
楽
器
名
、
楽
曲
名
、
ま
た
は
楽
人
の
名
が
詩
題
に
含
ま
れ
て

い
る
詩
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
音
楽
詩
は
唐
以
前
に
も
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
詠
物
詩
（
詠
「
楽
器
」
詩
）
の
枠
組
み
を
出
な

い
も
の
が
大
半
で
あ
る
（
『
喜
文
類
来
』
巻
四
四
楽
部
四
、
『
初
撃
記
』
巻
一
六
楽
部
下
等
参
照
）
。

（2
）
星
川
清
孝
氏
は
、
「
音
楽
の
曲
調
を
写
す
詩
句
に
は
、
そ
れ
が
笛
、
琴
、
琵
琶
と
楽
器
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、
極
め
て
類
似
し
た
形
容

調
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」
、
「
筆
佐
官
や
胡
箔
・
笛
な
ど
の
詩
に
於
て
も
ほ
と
ん
ど
類
似
の
詩
句
で
そ
の
音
調
美
を
表
わ
し
て
い
る
」
と
言

う
（
「
白
楽
天
の
「
琵
琶
行
」
と
元
微
之
の
「
琵
琶
歌
」
」
『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
』
七
号
一
九
五
七
年
）
。
確
か
に

同
じ
よ
う
な
音
楽
描
写
が
、
楽
器
の
枠
を
越
え
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
多
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
な
お
、
同
一
視
で
き
な
い
楽
器

ご
と
の
差
異
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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（3
）
楽
器
と
し
て
の
琴
に
つ
い
て
は
、
林
謙
三
氏
『
東
亜
楽
器
考
』
（
〔
中
文
版
〕
音
楽
出
版
社
一
九
六
二
年
）
第
三
章
「
弦
楽
器
」
、
許

健
氏
『
琴
詩
初
編
』
（
人
民
音
楽
出
版
在
一
九
八
二
年
）
等
参
照
。
唐
代
の
琴
の
音
楽
詩
に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
、
李
祥
震
氏
「
唐

代
古
家
7

演
奏
美
同
学
及
音
楽
思
想
研
究
』
（
行
政
院
文
化
建
設
委
員
盛
田
一
九
九
三
年
）
、
欧
純
純
氏
『
唐
代
交
7

詩
之
風
貌
』
（
文
津
出
版
社

二
0
0
0年
）
、
論
稿
と
し
て
は
吉
田
聡
美
氏
「
全
唐
詩
に
お
け
る
音
楽
描
写

i
l
琴
｜
｜
」
（
『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
四
一
九
八
四
年
）
、

中
純
子
氏
「
中
国
の
「
楽
」
と
文
入
社
会
l
｜
白
居
易
の
琴
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
天
理
大
学
学
報
』
第
一
七
五
輯
一
九
九
四
年
）
が

あ
る
。

（4
）
琴
と
中
国
文
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
許
健
氏
『
琴
詩
初
編
』
（
前
掲
、
注
3
）
、
中
氏
の
論
稿
（
前
掲
、
注
3
）
等
参
照
。

（5
）
『
呂
氏
春
秋
』
本
昧
篇
、
『
韓
詩
外
捕
丘
、
『
列
子
』
湯
問
篇
参
照
。

（6
）
『
雄
記
』
曲
耀
下
「
土
無
故
不
徹
琴
翠
」
。
『
左
停
』
昭
公
元
年
「
君
子
之
近
琴
翠
、
以
儀
節
也
、
非
以
悩
心
也
」
。
『
白
虎
逼
』
躍
楽

篇
「
琴
者
、
禁
也
。
所
以
禁
止
淫
邪
正
人
心
也
」
。

（7
）
陶
淵
明
と
琴
に
つ
い
て
は
中
氏
の
論
稿
参
照
（
前
掲
論
文
、
注
3
）o
’
同
氏
は
、
陶
淵
明
の
詩
中
に
見
え
る
「
琴
」
の
語
に
つ
い
て
、

「
琴
は
書
と
と
も
に
、
隠
棲
の
象
徴
の
如
く
に
、
淵
明
の
詩
文
に
現
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

（8
）
以
下
、
唐
代
の
詩
を
引
用
す
る
場
合
、
『
全
唐
詩
』
（
中
華
書
局
排
印
版
、
一
九
九
六
年
第
六
刷
）
を
底
本
と
し
た
。

（9
）
そ
の
全
文
を
以
下
に
挙
げ
る
。
「
総
桐
合
鋳
琴
、
中
有
太
古
襲
。
古
聾
治
無
味
、
不
稀
今
人
情
。
玉
徽
光
彩
滅
、
朱
弦
塵
土
生
。
陵
棄

来
巳
久
、
遺
土
日
尚
治
冷
。
不
辞
潟
君
弾
、
縦
弾
人
不
襲
。
何
物
使
之
然
、
売
笛
奥
秦
等
」
。
こ
の
誌
に
関
し
て
、
中
氏
は
「
観
念
と
し
て

の
「
古
楽
」
へ
の
懐
古
の
表
出
」
、
「
儒
家
的
な
伝
統
的
思
考
に
よ
る
も
の
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
、
注
3
）。

（
叩
）
吉
田
氏
に
そ
の
指
摘
が
あ
り
（
前
掲
論
文
、
注
3
）
、
唐
以
前
の
琴
の
詩
に
も
、
「
新
聾
濁
見
賞
、
莫
恨
知
音
稀
」
（
北
斉
・
烏
元
照
「
日

晩
弾
琴
」
「
初
同
筆
記
』
巻
二
ハ
）
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
氏
が
言
う
よ
う
に
、
知
立
日
の
故
事
を
承
け
、
「
山
水
」
の
語
に
よ

る
琴
の
音
楽
描
写
が
、
唐
詩
に
お
い
て
類
型
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
前
掲
の
王
績
の
詩
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
日
）
吉
田
氏
は
「
全
唐
詩
』
中
の
琴
の
音
楽
描
写
に
つ
い
て
、
「
情
緒
的
音
楽
描
写
」
の
類
型
と
し
て
「
清
・
寒
・
幽
・
静
」
等
の
語
を
挙

げ
、
欧
氏
は
唐
代
「
琴
詩
」
に
見
え
る
古
琴
の
演
奏
美
学
と
し
て
「
淡
・
古
・
幽
・
悲
・
急
・
緩
・
稚
・
静
・
清
・
和
」
の
十
則
を
挙

げ
る
（
前
掲
、
注
3
）
。
た
だ
し
、
《
胡
箔
弄
》
、
《
三
峡
流
泉
》
の
琴
曲
を
表
現
す
る
場
合
に
は
、
琴
詩
の
幽
静
な
趣
は
途
端
に
破
ら
れ



唐代音楽詩における楽器のイメージ

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
実
際
の
音
楽
の
如
何
は
不
明
だ
が
、
曲
名
が
持
つ
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
が
音
楽
描
写
に
影
響
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
ロ
）
「
舎
蚤
」
や
「
悟
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
当
時
の
詩
人
た
ち
と
仏
教
と
の
関
わ
り
、
或
い
は
音
楽
と
仏
教
と
の
関
連
に
基
づ
い
て
捉

え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
琴
の
音
楽
が
詩
人
た
ち
の
内
奥
に
深
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
な
お
重
要

な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
ま
た
、
孟
郊
詩
の
「
締
」
の
語
は
、
こ
こ
で
は
「
し
づ
か
」
と
訓
読
し
た
が
、
白
居
易
「
江
楼
夜
吟
元
九
律

詩
成
三
十
韻
」
（
巻
四
四
O
）
に
「
紳
鬼
聞
如
泣
、
魚
龍
諒
似
締
」
と
あ
る
よ
う
に
、
入
定
の
境
地
を
指
す
表
現
だ
と
忠
わ
れ
る
。

（
日
）
楽
器
と
し
て
の
等
に
つ
い
て
は
、
林
謙
三
氏
『
東
亜
楽
器
考
』
（
訪
問
掲
、
注
3
）
第
三
章
「
弦
楽
器
」
、
瀧
遼
一
氏
「
中
国
音
楽
再
発

見
楽
器
篇
』
（
第
一
書
房
一
九
九
一
年
）
「
I
東
ア
ジ
ア
起
源
の
正
倉
院
楽
器
」
「
即
等
の
起
源
」
等
参
照
。
ま
た
、
唐
詩
に
お
け
る

等
に
つ
い
て
の
論
稿
に
は
、
山
本
敏
雄
氏
「
「
秦
筆
」
あ
る
い
は
「
筆
」
に
つ
い
て
｜
｜
白
居
易
の
文
学
と
音
楽
の
た
め
の
覚
え
書
｜
｜
」

（
以
下
、
本
章
で
は
山
本
論
文
I
と
略
称
。
「
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
四
七
輯
人
文
・
社
会
科
学
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

（M
）
『
史
記
』
巻
八
七
李
斯
列
侍
「
夫
撃
斐
叩
缶
弾
等
樽
僻
、
而
歌
呼
鳴
鳴
快
耳
者
、
異
秦
之
聾
也
」
。
『
風
俗
遁
義
』
聾
音
篇
・
等
「
謹

按
、
『
謹
』
祭
記
、
五
絃
筑
身
也
。
今
井
涼
二
州
筆
形
如
輩
、
不
知
誰
所
改
作
也
。
或
目
、
秦
蒙
悟
所
造
」
。

（
日
）
詩
題
に
言
う
「
胡
筋
」
と
は
琴
曲
《
胡
箔
弄
》
を
指
す
。
『
幾
府
詩
集
』
巻
五
九
琴
曲
歌
僻
「
胡
箔
十
八
拍
」
の
題
注
参
照
。

（
団
）
中
国
音
楽
研
究
者
で
あ
る
瀧
氏
は
、
撃
が
「
俗
楽
器
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
前
掲
書
、
注
目
）
。

九
口
）
こ
こ
で
言
う
の
は
、
あ
く
ま
で
唐
詩
の
中
の
一
傾
向
で
あ
る
。
唐
・
段
安
節
『
柴
府
雑
録
』
が
挙
げ
る
実
在
し
た
宰
の
妙
子
の
名
は

い
ず
れ
も
男
性
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
白
居
易
「
偶
於
維
揚
牛
棺
公
慮
覚
得
等
等
未
到
先
寄
詩
来
走
筆
戯
答
」
（
巻
四
五
六
。
題
下
原

注
「
来
詩
云
、
但
愁
封
寄
去
、
魔
物
或
驚
締
」
）
の
詩
に
「
舎
教
魔
女
弄
、
不
動
是
静
心
」
の
二
句
が
あ
る
。
「
牛
相
公
」
の
詩
を
踏
ま

え
た
「
戯
答
」
の
表
現
だ
が
、
等
を
奏
で
「
静
心
」
を
脅
か
そ
う
と
す
る
者
と
し
て
「
魔
女
」
が
出
て
来
る
の
は
興
味
深
い
。

（
国
｝
楽
器
と
し
て
の
琵
琶
に
つ
い
て
は
、
岸
辺
成
雄
氏
「
琵
琶
の
淵
源
｜
l

こ
と
に
正
倉
院
五
絃
琵
琶
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
東
洋
音
楽
学
会

編
『
唐
代
の
楽
器
』
音
楽
之
友
社
一
九
六
八
年
）
、
瀧
遼
一
氏
『
中
国
音
楽
再
発
見
楽
器
篇
』
（
前
山
掲
、
注
目
）
「
W
東
洋
に
発
達
せ

る
琵
琶
に
つ
い
て
」
等
参
照
。
唐
詩
に
お
け
る
琵
琶
に
関
し
て
の
論
稿
に
は
、
山
本
敏
雄
氏
「
唐
代
文
人
と
「
琵
琶
」
｜
｜
白
居
易
と
そ

の
周
辺

i
l」
（
以
下
、
本
章
で
は
山
本
論
文
H
と
略
称
。
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
五
二
輯
人
文
・
社
会
科
学
二

O
O三
年
）

が
あ
る
。
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（
四
）
曲
項
四
絃
琵
琶
が
西
域
よ
り
将
来
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
岸
辺
氏
、
瀧
氏
の
論
稿
参
照
（
前
掲
、
注
目
）
。

（
加
）
佐
藤
保
氏
『
漢
詩
の
イ
メ
ー
ジ
』
（
大
修
館
書
店
一
九
九
二
年
）
中
の
付
録
「
中
国
イ
メ
ー
ジ
小
辞
典
」
は
、
琵
琶
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
「
①
西
域
。
砂
漠
。
②
異
民
族
に
嫁
ぐ
女
性
。
王
昭
君
。
」
を
挙
げ
、
山
本
論
文
H
は
唐
詩
に
お
け
る
琵
琶
の
「
胡
」
の
イ
メ
ー
ジ
、

並
び
に
琵
琶
と
王
昭
君
と
の
結
び
付
き
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
幻
）
こ
の
二
句
は
「
泰
娘
」
が
琵
琶
を
奏
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
破
援
」
と
は
弾
奏
法
の
一
一
種
、
唐
・
段
成
式
「
酉
陽
雑
祖
』
巻
六
参
照
。

（
泣
）
「
胡
鴬
一
長
楚
琴
、
漸
涯
起
寒
風
」
（
孟
郊
「
夜
集
汝
州
都
斎
露
陸
信
器
弾
琴
」
巻
三
七
六
）
、
「
夜
風
生
碧
柱
、
春
水
咽
紅
弦
」
（
張
枯

「
等
」
巻
五
一

O
）
な
ど
。
な
お
、
風
と
音
楽
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
鄭
正
浩
氏
「
「
風
」
と
「
鳳
」
を
め
ぐ
る
音
楽
思
想

1
1
中
国

古
代
音
楽
思
想
の
一
側
面
｜
｜
」
（
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
』
第
三
九
号
文
学
篇
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
お
）
そ
の
全
文
を
以
下
に
挙
げ
る
。
「
築
府
只
博
横
吹
好
、
琵
琶
寝
出
関
山
道
。
属
雁
出
塞
繰
黄
雲
、
法
馬
仰
天
噺
臼
草
。
明
妃
愁
中
漢
使

週
、
奈
瑛
愁
慮
胡
箔
哀
。
鬼
紳
知
妙
欲
牧
響
、
陰
風
切
切
四
面
来
。
李
陵
寄
書
別
蘇
武
、
自
有
生
人
無
此
苦
。
嘗
時
若
値
震
膝
桃
、
滅

塞
烏
孫
奪
公
主
」
。

（
担
）
唐
詩
に
お
い
て
、
琵
琶
は
旬
奴
に
嫁
い
だ
王
昭
君
と
特
に
強
い
結
び
付
き
を
持
つ
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
本
論
文
日
参
照
。

（
お
）
楽
器
と
し
て
の
笛
に
つ
い
て
は
、
林
謙
三
氏
『
東
亜
楽
器
考
』
（
前
掲
、
注
3
）
第
四
章
「
気
楽
器
」
、
楊
蔭
湖
氏
『
中
国
古
代
音
楽

史
稿
』
（
人
民
音
楽
出
版
社
一
九
八
一
年
）
等
参
照
。
一
概
に
笛
と
言
っ
て
も
、
「
古
笛
」
「
長
笛
」
「
短
笛
」
「
光
笛
」
「
横
笛
」
な
ど
様
々

な
名
称
の
も
の
が
あ
る
が
、
唐
詩
に
お
い
て
は
詩
題
に
「
笛
」
と
し
か
出
ず
、
そ
の
区
別
が
表
れ
な
い
こ
と
が
一
般
で
あ
る
（
厳
密
に

言
え
ば
、
そ
の
「
笛
」
の
中
に
も
異
な
る
種
類
の
笛
が
混
交
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
唐
詩
に
お
け
る
「
笛
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
探
る
為
、
全
て
概
念
上
で
は
同
一
の
楽
器
を
指
す
も
の
と
見
な
し
た
）
。

（
却
）
『
風
俗
通
義
』
費
音
篇
・
笛
「
謹
按
、
『
奨
記
』
武
帝
時
丘
仲
之
所
作
也
」
。
ま
た
、
馬
融
「
長
笛
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
八
）
は
「
近

世
叫
博
文
笛
従
光
起
」
と
述
べ
、
そ
の
李
善
注
に
「
『
風
俗
遁
』
日
、
笛
元
売
出
、
又
有
光
笛
。
然
充
笛
輿
笛
、
二
器
不
問
、
長
於
古
笛
、
有

三
孔
、
大
小
異
、
故
謂
之
隻
笛
」
と
あ
る
。

（
幻
）
《
折
楊
柳
》
は
横
吹
曲
。
そ
の
歌
鮮
は
、
征
人
の
苦
し
み
ゃ
離
別
の
悲
じ
み
を
詠
う
（
「
築
府
詩
集
』
巻
二
二
横
吹
曲
僻
）
。

（
お
）
「
笛
」
と
「
先
笛
」
は
別
種
の
楽
器
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
が
（
注
却
の
李
善
注
参
照
）
、
唐
詩
人
の
認
識
と
し
て
は
両
者
は
同
一
概



念
を
持
つ
楽
器
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
笛
」
と
「
莞
笛
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
林
氏
の
論
稿
参
照
（
前
掲
、
注
目
）
。

（
却
）
笛
に
限
ら
ず
、
辺
地
で
の
音
楽
が
離
郷
の
悲
し
み
を
増
幅
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
古
く
は
李
陵
「
答
蘇
武
書
」
（
『
文
選
』
単
位
四
こ

に
見
ら
れ
、
唐
詩
に
お
い
て
も
多
く
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

（
却
）
察
僚
「
西
清
詩
話
』
（
『
著
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
一
六
所
引
）
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）

唐代音楽詩における楽器のイメージ65ユ、
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論文概要

唐代音柴詩的柴器意象

一一琴・筆・琵琶・笛一一

谷口高志

唐代乃是音楽以及詩歌都恨護達的時代，留下了許多歌詠音楽的「音楽詩」。

藷由此ー音柴詩的探討，吾人得知唐人如何以詩歌来表現音襲。事責上，唐

詩嘗中的音柴表現，至少有柴器的「意象J以及園韓此一意象的「音柴描窮J,
而且二者之間，関係密切。因此，本稿特以唐詩所描察的琴，等，琵琶，笛

等楽器嬬主，考察其柴器的意象，以及相針此一意象的音楽描寝。

唐詩嘗中的琴具有隠逸、脱俗、古風、知音等意象，密切地関係著文人的

精神世界，故而以琴矯主的音柴描潟，大多善瞳文人情操。等包含著艶麗的

意象，故其音楽表現多奥女性、艶情有開。琵琶乃是隠合著「胡J的意象，
故其音柴表現多見謹境情趣。笛的意象則是望郷奥遁境，故其音柴表現経常

流露著詩人的郷土情懐。

由此可見，上述諸多柴器意象皆有其濁特性，而且也巳経暗寂著該柴器意

象慮有的音巣表現之道。

開鍵調；唐代音築詩集器意象音柴描寓


